
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 沢 市 

金沢市環境基本計画(第２次) 
概 要 版 
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計画の基本的事項 
 

 

  

   金沢市で生活や活動を行う人々が、環境保全に関連する行動を進める際

の基本的な方向を示すものであり、本市における環境保全に関する最も基

本的かつ総合的な計画です。 

 

  市民、市内の事業者、市を含め、市内に

来訪する全ての人を対象とします。 

環境基本計画とは 

 

 

 

 

参加と協働
環境教育  環境学習

情報共有  三者協働  など

地球環境
地球温暖化、エネルギー

オゾン層、酸性雨　など

生活環境
廃棄物

大気　悪臭

水質　騒音　振動

土壌　地盤沈下

感覚環境　など

自然環境
動物　植物

生物多様性

森林　河川　海

　　       　 など

まちづくり
緑化　景観

文化的・

歴史的遺産

交通　など

 
計 画 の 範 囲 

 

 

 

 

 
計 画 の 期 間 

  

  平成 21 年(2009 年)４月から平成 31 年

(2019 年)３月までの 10 年間とします。 

 

 

 

 
計 画 の 基 本 目 標 

 

基本理念：持続可能な都市「金沢」をつくる 

金沢の財産である自然、歴史、文化を守り伝えていくた

めに、人と自然が共生し、緑や水、歴史や文化を生かした

まちづくりに努め、潤いのある都市をつくる。 

自然の浄化能力や循環能力を超えた環境負荷をもたらす

生活や、産業のあり方を見直すことによって、低炭素・循

環型社会を構築し、環境への負荷が少ない都市をつくる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や世代の枠を越えた活動を積極的に進め、市民・事

業者・市が力をあわせて取り組む都市をつくる。 

基基本本目目標標ⅠⅠ  潤潤いいののああるる都都市市「「金金沢沢」」ををつつくくるる  

基基本本目目標標ⅡⅡ  環環境境へへのの負負荷荷がが少少なないい都都市市「「金金沢沢」」ををつつくくるる  

基基本本目目標標ⅢⅢ  市市民民・・事事業業者者・・市市がが力力ををああ わわせせてて取取りり組組むむ都都市市  

            「「金金沢沢」」ををつつくくるる 
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環境都市金沢をつくる 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

基本理念：持続可能な都市「金沢」をつくる 

本計画では、市による具体的な施策や、市民、事業者の環境保全に関

連する取り組みを、全部で 528 項目掲げていますが、本概要版では、そ

のうちの 166 項目を掲げています（次頁以降参照）。 

施　策　方　針分　野　目　標基本目標

①公共交通の利用促進

②歩行者や自転車に配慮した交通環境の整備

③高齢者や障害を持つ方にやさしい環境の整備

④心地よい感覚環境の保全
　（良好な音・かおり・光・色など）

①公園・緑地の整備、緑化の推進

②用水・わき水の保全

③歴史的まちなみと文化的遺産の保存

④地域の景観特性を活かした景観の形成

⑤地域の環境美化の推進

①自然環境の保全

②生物多様性の保全

③自然とのふれあいの場の創出

３ 快適に暮らせるまちを
　 つくります

２ 緑・水・歴史・文化を
    生かしたまちをつくり
    ます

①大気汚染対策・悪臭対策の推進

②水質汚濁対策の推進

③騒音・振動対策の推進

④土壌・地下水汚染の防止

⑤地盤沈下対策の推進

⑥有害化学物質対策の推進

①３Ｒの推進（ごみの発生抑制・再使用・再生利用）

②廃棄物の適正処理の推進

①地球温暖化対策の推進（低炭素社会の形成）

②その他の地球環境保全対策の推進

３ 健康で安全な生活環境
    を守ります

①各主体の活動の推進

②協働体制の構築と連携の強化

③広域的・国際的な取り組みの推進

①環境教育・環境学習の推進

②環境情報の整備と共有

１ 環境教育・環境学習を
    進めます

２ 市民・事業者・市の協
    働の環を広げます

１ 地球環境問題への対策
    を進めます

２ 循環型社会の形成を
    進めます

１ 人と自然が共生するま
    ちをつくります

基本目標Ⅰ　潤いのある都市「金沢」をつくる

基本目標Ⅱ　環境への負荷が少ない都市「金沢」をつくる

基本目標Ⅲ　市民・事業者・市が力をあわせて取り組む都市「金沢」をつくる
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基基本本目目標標ⅠⅠ  潤潤いいののああるる都都市市「「金金沢沢」」ををつつくくるる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

－現況と課題－ 

●本市には、砂浜から亜高山地まで、様々な環境に多様な動植物が分布し
ており、絶滅のおそれがある動植物も生息・生育しています。 

●特定外来生物による生態系や人の生命・身体、農林水産業への被害を防
止し、生物多様性を確保することなどを目的として、平成 17 年に外来生
物法が施行されましたが、本市でも外来生物による生態系への影響を防
ぐため、ブラックバス（オオクチバス）などの駆除が行われています。

●本市には自然体験施設や自然と親しめる公園などが整備されており、
様々な動植物を対象に自然観察会が行われています。 

★本市の、海岸から奥山までの変化に富んだ地
形や、土地の利用状況の特性を生かし、自然
環境を保全していく必要があります。 

★また、私たちは、積極的に自然とふれあう機
会をつくることが大切です。 

１ 人と自然が共生するまちをつくります

   ＜施策の方針＞ 

① 自然環境の保全 

② 生物多様性の保全 

③ 自然とのふれあいの創出 

森林の多面的機能 自然公園など位置図

 

生物多様性保全

地球環境保全 

土砂災害防止機能 

土壌保全機能 

水源かん養機能 

快適環境形成機能 

保健・レクリエーション機能

物質生産機能 

文化機能 
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指標 現況値 目標値 

自然環境保全区域・自然環境保全協定地

域数 

５箇所 

（平成 20 年度）

８箇所 

（平成 30 年度）

森林の整備面積（人工林の間伐など） 
362ha／年 

（平成 19 年度）

420ha／年 

（平成 27 年度）

地域住民などの参加による農地等の保

全活動面積 

1,320ha 

（平成 19 年度）

1,500ha 

（平成 27 年度）

数値目標 

市の取り組み 
 

事業者の取り組み 市民の取り組み 
 
□ 里山など身近な自然の保全活動

に積極的に参加します。 

□ 身近な水辺に、生きものが住みや
すい環境を整備します。 

□ 金沢産の農作物や、金沢産材を用
いた商品の購入に努めます。 

□ 野生動植物を守るため、その生
息・生育地（ビオトープ）にむや
みに立ち入ったり、不法な捕獲や
採取をしません。 

□ ペットは責任を持って最後まで
飼育をします。 

□ 外来生物の園芸植物は、在来種を
守るため野山には植えません。 

□ バードウォッチングや自然観察
会へ参加し、身近な動植物や希少
種について学びます。 

□ 公園や河川敷に出かけ身近な動
植物に親しみます。 

 
□ 金沢市自然環境保全区域や市指定天然記念物の適切な保全・管理を図ると

ともに、新たな指定に努めます。 

□ 農林業の振興を図ることにより、森林・農業が持つ多面的機能（自然環境
の保全、水源のかん養など）を保全します。 

 

 

 

 □ 市民と企業の森づくり活動を推進します。 

 □ 自然環境調査を実施し、野生動植物の分布、生息・生育環境など生態系の
現状を把握します。  

□ 外来生物の調査を行い、対策を検討し、在来種への悪影響の抑制に努めま
す。 

 

 
□ 希少な動植物の現況を調査し、その保全に努めます。 

 
□ キゴ山ふれあいの里などの自然体験施設の整備と活用に努めます。 

□ 市民参加による自然環境調査や自然観察会などを開催します。 

□ 積極的に育林活動など森林保全
活動を行います。 

 

 

 

 

 

□ 事業を行う場合は、自然環境に配
慮した方法を選択します。 

 

 
□ 金沢産材の利用に努めます。 

□ 事業を実施するときは、希少種の
生育・生息する場所に配慮し、そ
の維持に努めます。 

 

 

 

□ 環境調査・観察会などの企画や積
極的な参加により、自然環境への
意識を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ギフチョウ カモシカ 



 

 5

 
２ 緑・水・歴史・文化を生かしたまちをつくります

   ＜施策の方針＞ 

① 公園・緑地の整備、緑化の推進 

② 用水、わき水の保全 

③ 歴史的まちなみと文化的遺産の保存 

 

 

 

 

④ 地域の景観特性を活かした景観の形成  

⑤ 地域の環境美化の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本市は、医王山地などの山々から、犀川、浅野川沿いの河岸段丘、金沢城
周辺など中心市街地まで緑が帯状につながり、緑のネットワークを形成し
ています。 

●市の中心部を流れる犀川・浅野川を源とする 55 の用水とわき水の保全や歴
史遺産の保存と活用、金沢固有の都市景観の保存と育成にも努めています。

●平成 20 年の都市公園等整備面積は、平成８年の市民１人当たり 14.60 ㎡か
ら 21.01 ㎡へと増加しています。 

●本市の公園では、「公園愛護事業」が実施されており、町会ぐるみで公園の
除草、清掃に取り組んでいます。 

★平成 21 年１月に本市は「歴史都市」に認定され、今後、用水の開きょ化、
惣構の復元や伝統芸能・工芸の振興といった、城下町金沢の歴史資産の保
全や、伝統文化などの継承と育成、文化財周辺環境の保全などを進めてい
きます。 

★金沢の魅力ある景観資産を保存し将来に引き継ぐためには、市民一人ひと
りが地域の景観に対する気配り、配慮に努めることが必要です。 

★また、地域緑化の推進を行うとともに、市内の緑のネットワークを分断し
ないように保全することが必要です。 

★地域の環境美化を推進するため、市民・事業者・市がより協力して清掃活
動を展開していくことが必要です。 

－現況と課題－ 

 

 

 

 

 

 
大野庄用水 わき水（大清水） 
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指標 
現況値 

（平成 19 年度）

目標値 

（平成 37 年度）

市街化区域の緑被率（自然環境地率） 20.3％ 25％以上 

市民一人当たりの都市公園等面積 21.01 ㎡ 25 ㎡以上 

数値目標 

市の取り組み   
 
□ 犀川、浅野川周辺の河岸段丘や斜面緑地の保全、西部緑道の整備などによ

り、山～街～海を結ぶ緑のネットワークを保全します。 

□ 市民提案型公園や地域の自然環境を活かした、特色ある公園づくりを進め
ます。 

□ 用水の開きょ化を推進し、年間通水により清流の確保に努めます。 

□ 地域住民との協働により、わき水を保全します。 

□ 文化財の指定・登録の推進などにより、歴史遺産を保存・活用します。 

□ 歴史的なまちなみを保全し、歴史的建造物の積極的な保存と活用を図りま
す。 

□ 伝統環境保存区域、近代的都市景観創出区域、伝統環境調和区域における
景観形成基準に応じた景観誘導を行います。 

□ 市街地の背景となる河岸段丘や丘陵地を、風致地区や斜面緑地保全区域と
して保全し、補助制度により維持管理を促進します。 
 市街地の背景となる河岸段丘や丘陵地を、風致地区や斜面緑地保全区域と
して保全し、補助制度により維持管理を促進します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  □ 空き缶・たばこの吸殻などのポイ捨て防止を呼びかけます。 □ 空き缶・たばこの吸殻などのポイ捨て防止を呼びかけます。 

□ 市民、事業者との協働により地域や海辺、川辺の清掃活動を推進します。□ 市民、事業者との協働により地域や海辺、川辺の清掃活動を推進します。  

  
事業者の取り組み 市民の取り組み   

 
□ 生け垣や庭木の植樹を行い、維持

管理に努めます。 

□ 街路樹の水やりや公園の維持管
理などを進んで行います。 

□ 敷地内では土の面を極力残し、地
下水のかん養に努めます。 

□ 市や地域が行う用水の清掃に参
加します。 

□ 加賀野菜など金沢産食材を使っ
た料理や伝統料理を伝えます。 

□ 建物の外観や植栽などにより、周
囲に調和した景観づくりに努め
ます。 

□ 空き缶・たばこの吸殻などのポイ
捨て、ペットのフンの放置はしま
せん。 

□ 川や海岸清掃などの
ボランティア活動に
参加します。 

□ 駐車場緑化や屋上緑化など、いろ
いろな手法により敷地内の緑化
を行い、維持管理に努めます。 

□ 地域の緑化活動や、草むしりなど
の維持管理活動に積極的に参加
します。 

□ 事業を実施するときは、わき水や
用水に影響が出ないよう配慮し
ます。 

□ 雨水浸透ますや透水性舗装を設
置するなど、人工的な地下水のか
ん養に努めます。 

□ 歴史的まちなみや建物の保存に
協力します。 

□ 建物などを建設・改修する場合
は、配置・形態・色彩等を周辺景
観と調和させるように努めます。

□ 地域と協力して、側溝の泥上げな
ど美化清掃を行います。 
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－現況と課題－ 

●本市では、金沢ふらっとバスの運行やパーク・アンド・ライドシステム
の拡充などにより、公共交通の利用促進を図っています。 

●また、サイクル・アンド・ライドを推進するため、駅や都心部、郊外部
の主要なバス停を中心に駐輪場を整備し、自転車の利用促進も図ってき
ました。 

●しかし、公共交通機関の乗客数は、長期的な減少傾向にあり、人口一人
当たりの自動車保有台数は年々増加し、全国平均を上回っています。 

●本市では、バス車両のノンステップ化や歩道の段差解消、誘導ブロック
の設置、駅やバス停留所周辺のバリアフリー化などを継続的に行ってき
ました。 

★今後は、関係機関との連携を図りながら、公共交通の利便性を高め、利
用を促進するとともに、快適に歩けるまちづくりの推進や自転車利用の
ための環境整備などに取り組む必要があります。 

★また、バリアフリーの整備とともに生活道路や歩道などの除雪を市・市
民・事業者で協力して行うなど、高齢者や障害を持つ方に配慮した環境
を整備していく必要があります。 

★本市では、「本多の森の蝉時雨」、「寺町寺院群の鐘」が環境省の「残した
い日本の音風景 100 選」に選定されており、これらの心地よい音を、地
域のシンボルとして大切にし、将来もその音が聞けるよう、周囲の環境
にも配慮して守っていく必要があります。 

３ 快適に暮らせるまちをつくります

   ＜施策の方針＞ 

① 交通の利用促進 

② 歩行者や自転車に配慮した交通環境の整備 

③ 高齢者や障害を持つ方にやさしい環境の整備 

④ 心地よい感覚環境の保全（良好な音・かおり・光・色など） 

バス乗客数の推移 

29,388 27,91926,84326,537 24,97923,59822,42921,695 22,19621,962

7,998
7,623 7,443 6,634

6,492
6,242 6,310 5,583 5,341 5,314

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19
年

乗
客
数

市内線 市外線
37,386

35,542
34,285

33,171
31,471

29,840
28,739

27,278 27,537 27,276

（千人）

金沢ふらっとバス 
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  市の取り組み 
 
□ 主要な公共交通路線の沿線でパーク・アンド・ライド、

サイクル・アンド・ライドを推進します。 

□ まちなかのバス交通について利便性を高め、快適に利
用できる環境を整えます。 

□ 快適に歩ける歩道、細街路の整備を推進します。 

  

  

  

  

  

事業者の取り組み 市民の取り組み 

□ 自転車の走りやすい道路環境の整備に努めます。 

□ 段差を解消し、お年寄り、子供や車椅子の方などが安全に通ることができ
るバリアフリー歩道の整備を進めます。 

□ 生活道路や歩道の除雪を市民と協力して進めます。 

□ 快適な音風景を保全します。 

□ 季節や風情が感じられるかおり風景の発見調査を行います。 

 
□ できるだけ車の使用を控え、公共

交通を利用します。 

□ 郊外から中心部へ出かける時は、
できるだけパーク・アンド・ライ
ドシステムを利用します。 

□ 通勤、通学時にで
きるだけ自転車
を利用します。 

  

  

  

  

  

  

    

□ 歩道に通行の邪
魔になるものは
置きません。 

□ 生活道路や歩道などを地域で協
力して除雪します。 

□ 日常生活を通じて快適な音やか
おり、光、色などを発見します。

□ ノーマイカーデー
を作るなど、でき
るだけマイカー通
勤を自粛し、公共
交 通 を 利 用 し ま
す。 

□ お客様に自転車や徒歩で来ても
らうよう呼びかけます。 

□ 建物を建てるときは、ユニバーサ
ルデザインを取り入れるよう努
めます。 

□ 生活道路や歩道などを地域と協
力して除雪します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
□ 音風景やかおり風景をこわさな

いよう、騒音や悪臭に注意しま
す。 す。 

  

  

                                              

  「残したい日本の音風景 100 選」（環境省）選定地

  

  

  

  

  

  

名 称  名 称  概   要  概   要  

本多の森

の蝉時雨

７月上旬から８月までの朝と夕方に、

広坂から嫁坂までのタブ・スダジイの林

の周辺でヒグラシの鳴き声を聞くこと

ができます。主に朝夕に鳴くため、通

勤・通学の時間帯と重なり、道行く市民

に親しまれています。 

寺町寺院

群の鐘  

寺町には70余りの寺院があり、明け方

と夕方に、南大通り、寺町通りで聞くこ

とができます。特に裏通りでは交通騒音

も少なく、よく聞くことができます。 

  
本多の森 ヒグラシ 
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基基本本目目標標ⅡⅡ  環環境境へへのの負負荷荷がが少少なないい都都市市「「金金沢沢」」ををつつくくるる  

 

１ 地球環境問題への対策を進めます 

   ＜施策の方針＞ 

① 地球温暖化対策の推進（低炭素社会の形成） 

 

 
② その他の地球環境保全対策の推進 

－現況と課題－ 

 

 

 

●本市では、自動車利用者の増加、公共交通利用者の減少などにより、運
輸部門における二酸化炭素排出量が多く（全体の約 30％）、その対策が
急務となっています。 

 

 

 
●本市の一人当たりの二酸化炭素排出量を全国平均と比較すると、運輸、

民生業務（オフィス・商業施設など）、民生家庭の各部門においては、
全国平均を上回っています。 

 

 

★私たち一人ひとりが、ライフスタイルや社会活動を見直し、できるとこ
ろから省エネ活動に取り組み継続していくとともに、本市に存在するバ
イオマス資源などの再生可能エネルギーを活用していくことなどが必
要です。 

 

 

 

 

 

 
日があたると暖かくなるのは、太陽から来る光

の中のエネルギーによるものです。 

 地球に来た光のエネルギーの約 1/3 は、宇宙に
逃げていくのですが、地球をとりまく大気の中に
ある二酸化炭素などのガスが熱を吸収して、逃げ
にくくしています。 

 二 酸 化 炭 素 の よ う な 熱 を 逃 げ に く く す る ガ ス
を温室効果ガスといいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温室効果ガス 

赤外線 
（熱線） 

太陽光線 

出典：(財)省エネルギーセンター
金沢市における二酸化炭素排出量の経年変化 
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市の取り組み 

  

市民の取り組み 事業者の取り組み 

 
□ 公用車を更新するときは、できるだけクリーンエネルギー車を導入します。

□ 廃食用油を原料としたバイオディーゼル燃料を活用します。 

□ 太陽光発電設備の設置や、木質バイオマス燃料の活用など再生可能エネル
ギーの導入を推進します。 

□ 家庭用コージェネレーションの導入を促進します。 

□ 市民や事業者のクリーンエネルギー車の導入を促進します。 

□ アイドリングストップなど、エコドライブを進めます。 

□ 啓発リーフレットの配付や省エネなどに関する情報の発信に
努め、家庭や事業所における省エネ活動を推進します。 

 
□ 環境家計簿をつけて、温暖化に影

響を及ぼしている項目を見直す
とともに、ライフスタイルの改善
を行います。 

指標 現況値 目標値 

金沢市全体の二酸化炭素の排出量 
3,350 千トン CO2/年 

（平成 18 年度） 

1,340 千トン CO2/年 

（平成 62 年度） 

金沢市全体のエネルギー消費量 
39,379 百万 MJ/年 

（平成 18 年度） 

33,472 百万 MJ/年 

（平成 32 年度） 

住宅用太陽光発電設備設置基数（累積）
約 450 基 

（平成 20 年５月末）

860 基 

（平成 30 年度末） 

数値目標 

□ 使用しない電化製品はコンセン
トを抜き、待機電力を使わないよ
うにします。 

□ 不要なアイドリングをやめ、発進
時はゆっくりスタートするなど、
エコドライブを実施します。 

□ 外出時に飲み物を持参する場合
は、水筒（マイボトル）を持って
行きます。 

□ トップランナー機器の情報を得
て、省エネ機器を積極的に取り入
れます。 

□ 自動車を購入する時は、燃費の良
い小型車やハイブリッド車など
のクリーンエネルギー自動車を
選びます。 

□ 新築、リフォームの際、外断熱化
やペアガラスの設置、自然光を採
りこむなど、省エネ対策を講じま
す。 

□ ISO14001 やエコアクション 21 な
ど環境マネジメントシステムを
導入し、ＰＤＣＡサイクルの継続
を図ります。 

□ 省エネ診断を受け、エネルギー消
費の削減を図ります。 

□ クールビズ、ウォームビズを推進
し、夏季 28℃、冬季 20℃を目安
に冷暖房の適切な温度設定を行
います。 

□ 定期的に空調機の点検・整備を行
ったり、扇風機などで室内空気を
循環させるなどして、冷暖房効果
を高めます。 

□ できるところは照明をプルスイ
ッチとし、不要な照明をこまめに
消灯します。 

□ 不要なアイドリングをやめ、発進
時はゆっくりスタートするなど、
従業員全員でエコドライブを実
施します。 

□ 社有車を購入する時は、燃費の良
い小型車やハイブリッド車など
のクリーンエネルギー自動車を
選びます。 

社有車を購入する時は、燃費の良
い小型車やハイブリッド車など
のクリーンエネルギー自動車を
選びます。 
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２ 循環型社会の形成を進めます

   ＜施策の方針＞ 

① ３Ｒの推進（ごみの発生抑制・再使用・再生利用） 

② 廃棄物の適正処理の推進 

－現況と課題－ 

●平成 19年度の市民一人一日当たりの家庭系ごみの排出量（資源化物含む）
は、706g/日・人であり、平成９年度より 5.6％減少していますが、事業
系一般廃棄物の排出量は、10 年前とほとんど変わっていません。 

●平成 18 年度の市内で発生した産業廃棄物の収集量（許可業者による収集
量）は、495,944ｔ/年であり、近年減少傾向にあります。 

●また、市内で中間処理されている産業廃棄物は 87％あり、そのうち 64％
が再資源化されています。 

★今後も、生ごみの堆肥化や新聞紙など紙類の再生利用も進めながら、減
量化と資源化に努めるとともに、市民の３Ｒに対する意識の向上を図っ
ていくことが必要です。 

★また、事業者に対する分別指導を徹底し、これまで以上に、事業系廃棄
物の適正処理及び減量化・再資源化に取り組んでいくことが必要です。

（ｔ/年）

0
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  市の取り組み 
 
□ 事業者へごみの分別の徹底と、減量化、資源化、適正

処分について指導を行います。 

  

  

  □ 環境にやさしい買い物を推進します。 

□ 再生品を展示するなどリサイクルプラザを市民のリ
サイクルの拠点とします。 

  

  
□ 集団回収活動への支援を行い、地域の協力による家庭系ごみの分別の徹底

と資源化を推進します。 

□ 各種イベントの開催やメール配信サービスなどにより情報を提供し、市
民・事業者への３Ｒに関する意識啓発に努めます。 

□ 産業廃棄物の発生抑制と適正な処理について、啓発と指導に努めます。 

□ 不法投棄防止対策員と協力したパトロールなどを行い、不法投棄の監視を
行います。 

  

  

  

  

  

  

  

市民の取り組み   事業者の取り組み 
 
□ 適切な量の食品を購入し、手つか

ずに廃棄しないよう心がけます。

□ イベント・レクリエーションなど
では、マイコップ、マイ箸を持参
し、ごみを出さないようにしま
す。 

□ 食品だけではなく、衣類などを購
入する際もマイバッグを利用し、
不要な袋や容器をもらわないよ
うにします。 

□ 過剰包装商品の購入を控えます。

□ 詰め替え用商品やばら売り商品
を購入します。 

□ ごみの分別を徹底し、出し方のル
ールを守ります。 

□ 資源化できる紙類を
燃 や す ご み に 出 さ
ず、地域で行う資源
回収に協力します。 

 資源化できる紙類を
燃 や す ご み に 出 さ
ず、地域で行う資源
回収に協力します。 

  
□ 製品の製造過程でごみが発生し

ないよう工夫します。   

  □ 品物を運ぶ時は、通い箱を利用
し、ダンボールは使い捨てること
なく再利用又は再資源化を行い
ます。 

□ 販売予測をしっかりとたて、廃棄
する商品を減らします。 

□ お客様に、買い物袋(マイバック)
の持参を積極的に呼びかけます。

□ 各フロアに分別ボックスを設置
してごみの分別を徹底し、再使
用、再資源化を推進します。 

□ イベントを開催する時は、ごみの
発生を抑制し、使用した材料はで
きるだけ再利用します。 

□ 法令遵守に努め、不法投棄や不適
正処理はしません。 

数値目標 

指標 
現況値 

（平成 19 年度） 

目標値 

（平成 30 年度） 

家庭系ごみ１人１日当たりの排出量 

（資源ごみ・集団回収を除く） 
574g/人・日 517g/人・日 

家庭系ごみの資源化率 18.7％ 25％ 

事業系ごみ総排出量 69,505ｔ/年 62,555ｔ/年 
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3 健康で安全な生活環境を守ります

   ＜施策の方針＞ 

① 大気汚染対策・悪臭対策の推進 

② 水質汚濁対策の推進 

 

 

 

 ③ 騒音・振動対策の推進 

④ 土壌・地下水汚染の防止 

⑤ 地盤沈下対策の推進 

⑥ 有害化学物質対策の推進 

－現況と課題－ 

 

 

 

 

 
●いおう酸化物や浮遊粒子状物質などの大気汚染物質の濃度は 10 年前より

減少しており、環境基準を達成しています。  

 ●河川の水質は、公共下水道が整備され、生活排水による汚れは減少してい
ますが、河北潟の水質は、毎年環境基準を超えています。 

●一般地域における騒音については、環境基準を達成しており、道路に面す
る地域における騒音については、環境基準の達成率が概ね 80％～100％と
なっています。 

●本市では、冬季に消雪用の地下水を一時的に大量に揚水することが主要因
で、海側の一部の地域で地盤沈下が発生しており、近岡町の水準測量地点
における累積沈下量は、これまでの 33 年間で 466mm に達しています。 

★日常生活や事業活動において、悪臭や騒音などが発生しないよう周辺住民
に配慮する必要があります。 

★また、地盤沈下の進行を防ぐため、地下水による消雪を過度に行わないこ
とが必要です。 
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事業者の取り組み 市民の取り組み 

市の取り組み 
 
□ 大気、水質の常時監視を継続するとともに、工場、事業場に対し、規制値

を超える大気汚染物質や排水、騒音・振動などを出さないよう指導します。

□ 建物解体に伴うアスベストの飛散防止及び適正処理の徹底を指導します。

□ かほく市、津幡町、内灘町と協力し、河北潟の水質浄化の取り組みを進め
ます。 

□ カラオケや深夜の騒音、生活騒音の低減に向けて、啓発と指導を行います。

□ 有害化学物質使用事業場が廃止されたときは、土壌汚染調査を指導します。

□ 河川水や下水処理水などによる消雪を進めるなど、地下水の効率的な利用
を図ります。 

□ 化学物質を使用する事業場、工場に対して、管理の徹底を指導します。 

□ ボイラーや焼却炉、排水処理施
設などを定期的に点検し、良好な
状態に管理します。 

□ 飲食店などの排気筒は、におい
の流れる方向を考えて、向きや高
さを調整します。 

□ 周囲に迷惑をかける騒音や振動
を発生する場合は、対象機器の移
動や防音壁・防振ゴムの設置など
を行います。 

□ 深夜や早朝の商品搬入時には、
自動車のエンジン音やシャッタ
ーの開閉音に十分配慮します。 

□ 有害な排水などが地下に浸透し
ないよう適切な保管や処理を行
います。 

□ できだけ地下水による消雪に頼
らずに、地域と協力して除雪を行
います。 

□ 事故防止のために、必要な設備
の導入や安全な運転管理を行い
ます。 

 
□ ドラム缶でごみを燃やすなどの

野焼きはしません。 

□ 悪臭が発生しやすい汚水を側溝
に流しません。 

□ 排水口には目の細かいネットを
かけるなどして、調理くずなどを
流さないようにします。 

□ 食器、フライパンなどを洗う前
に、汚れをぼろ布などで拭き取
り、排水を汚さないようにしま
す。 

□ 早朝や深夜に、近隣の迷惑になる
ような音は出しません。 

□ 携帯電話は周りの迷惑にならな
いように使用します。 

□ できるだけ地下水による消雪に
頼らずに、地域で協力して除雪を
行います。 行います。 

  

  

  

  

  

数値目標 

指標 
目標値 

（平成 30 年度） 

大気汚染物質（二酸化窒素、浮遊粒子状物質など） 

河川の水質、海域の水質 

ダイオキシン類（大気、河川水質） 

現況より良好になること 

環境基準を達成すること 

河北潟の水質、一般環境騒音 

地下水質（テトラクロロエチレンなど） 
環境基準を達成すること 

自動車騒音、ダイオキシン類（地下水質、土壌） 現況より良好になること 
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基基本本目目標標ⅢⅢ  市市民民・・事事業業者者・・市市がが力力ををああわわせせてて  

取取りり組組むむ都都市市「「金金沢沢」」ををつつくくるる  

 

1 環境教育・環境学習を進めます

   ＜施策の方針＞ 

① 環境教育・環境学習の推進 

 

 

 

② 環境情報の整備と共有  

 

 

●ごみの収集日については、携帯電話やパソコンのメールでお知らせす
る「金沢ごみゼロドットコム」を平成 14 年 10 月から運用し、多くの
市民に利用されています。 

★環境教育・環境学習は、家庭、学校、地域、職場などの様々な場面で
それぞれの主体が自ら進んで行っていくとともに、それらが連携した
取り組みを実施していく必要があります。 

★また、市民参加や小学校単位の自然体験学習に加えて、子どもから高
齢者までの幅広い世代の方や事業者の環境学習を促進し、活動の環を
広げていくことも必要です。 

★今後も、テレビや新聞などのマスメディアによる定期的な広報による
情報提供を継続するとともに、市民や事業者の活動情報についても積
極的に公開していくことが必要です。 

－現況と課題－ 

●本市では、環境問題に対する市民の理解を深め、主体的な行動につな
げていくため、環境啓発パネルなどの貸し出し、講演会などへの講師
派遣を行うなど、環境学習の機会拡充や環境情報の提供を進めていま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
川の生き物調査のようす 
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  数値目標 

事業者の取り組み 市民の取り組み 

市の取り組み 
 
□ 環境教育に使用する教材の充実に努め、積極的に貸し出します。 

□ かなざわ学校エコプロジェクトの実践校を増やし、環境教育の向上に努め
ます。 

□ 自然観察会やエコ食育などの環境講座を充実させます。 

□ 研修会などの実施により、地域や企業の環境保全リーダーの養成に努めま
す。 

□ 森づくり専門員による、森づくり出前講座や教室を開催します。 

□ 環境に関する情報を収集・整備し、年次報告書などで公開します。 

□ 各種講座・研修・イベントなどを開催し、環境に関する情報を提供します。

□ 従業員の環境マネジメントシス
テムの理解と実行に努めます。 

□ 従業員への環境教育を定期的に
実施します。 

□ 環境教育の指導者（環境リーダ
ー）を育成します。 

□ 子どもたちの環境学習を推進す
るため、小中学校を対象に出前講
座を実施します。 

□ 事業者の環境保全活動事例を市
民に紹介し、家庭や地域の環境保
全にも応用してもらいます。 

□ 環境に関して調査した結果をで
きるだけ情報提供します。 

□ 環境に関するイベントなどに出
展又は協賛します。 

 
□ 学校や家庭で環境学習をする機

会を増やします。 

□ 子どもが環境について学校で学
んだことを家庭で一緒に考えま
す。 

□ 市民提案型の環境学習会を行い
ます。 

□ 公民館、ボランティア大学校など
の環境に関する講座に参加しま
す。 

□ 自然とのふれあいを通じた環境
学習を進めます。 

□ 身近な環境を調べます。 

□ 家庭や町会で行う環境保全活動
をできるだけ紹介します。 をできるだけ紹介します。 

  現況値 目標値 指標 

16 校 

（平成 20 年度） 

36 校 かなざわ学校エコプロジェクト参加

校数（累積） 
  

（平成 30 年度） 

環境出前講座受講者数 
2,957 人 

（過去３年平均） 

3,000 人 

（平成 30 年度） 

ホタル生息調査参加者数 
7,856 人 

（過去５年平均） 

8,000 人 

（平成 30 年度） 
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市の取り組み 
 
□ ボランティアやＮＰＯによる環境保全活動を支援し、より一層の活動の推

進を図ります。 

□ ボランティアが活躍できる機会を作ります。 

□ 省エネやごみの削減に積極的に取り組む団体を支援します。 

□ 環境保全活動を積極的に行い、すぐれた取り組みをした個人・市民団体・
事業所を表彰します。 

□ 市内で活動している環境保全団体のネッ
トワーク化を進めます。 

□ 市民・事業者参画型のイベントなどを開催
します。 

□ 広域的な環境対策を行うため、国、県、関
係市町村との連携を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

２ 市民・事業者・市の協働の環を広げます 

   ＜施策の方針＞ 

① 各主体の活動の推進 

② 協働体制の構築と連携の強化 

③ 広域的・国際的な取り組みの推進 

－現況と課題－ 

●本市では、環境に関する観察会、講習会、出前講座などを通して、各
主体の環境保全意識の向上を図っています。 

●平成 12年７月に事業者と協働して「金沢エコ推進事業者ネットワーク」
を設置、平成 17 年５月に、市民・事業者・学識者などからなる「金沢
市地球温暖化対策推進協議会」を設置、平成 18 年３月には「金沢エコ
ライフ・ワーキングネット」が設立され、市民、事業者、各種団体、
市の協働による環境教育・環境学習活動の推進を図っています。 

★今後は、町会、学校、ＰＴＡなど様々な場面で、環境に関心のある市
民が、活動に参加できる機会を増やしていくとともに、市内の環境活
動団体が、より主体的に活動できるようにしていく必要があります。

★また、市民団体やＮＰＯ、事業者、市のそれぞれの主体間の連携が十
分に図られるような場や機会を設け、環境に関するコミュニケーショ
ンを促進することが必要です。 

★さらに、市民・事業者・市のそれぞれの主体が、広域的・国際的な視
点を持ち、市外や海外においても環境に配慮した行動をとっていくと
ともに、国、県、関係市町と連携を強化していくことが必要です。 

自然観察会のようす 



 

 18

 市民の取り組み 事業者の取り組み 
 

 
□ 町会、地域、ＮＰＯなどの各種団

体活動に積極的に参加します。 
□ ＮＰＯの活動状況と参加機会に

関して、公的機関による情報を事
業所内で伝達する仕組みを作り
ます。 

 

 □ 市民、事業者、市が協力し、環境
に配慮したまちづくりを進めま
す。 

 
□ 市民・事業者・市が協力し、環境

に配慮したまちづくりを進めま
す。 

 
□ 省エネやごみの削減などを地域

で推進するネットワークづくり
を進めます。 

 

□ 市民と協力して、公園の保全、植
林、清掃活動などを行います。 

 

□ 金沢市外においても、環境に配慮
した行動をとります。 

 
□ 環境に関するイベントを開催し

ます。 
 

□ 世界の環境について学びます。 
 □ 金沢市外においても、環境に配慮

した行動をとります。  

 

 

 

環境都市づくりを進めるために 
 

 ★本 計 画 の着 実 な推 進 を図 るため、「金沢市環境基本計画推進連絡会

議」を設置し、各部局が連携を図り、環境保全施策を進めていき

ます。 

★また、市における各施策や市民・事業者の各主体の取組状況を定期的

に把握するとともに、それらを評価し、適切な見直しを図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＨＥＣＫ

点検評価 

ＡＣＴＩＯＮ 

見直し 

PLAN 

計画 

DO 

実施 

　　　　　　　　市

金沢市環境基本計画推進連絡会議

・施策・事業などの調整、推進 市　民

事業者

各　種

団　体

　など

公表

意見

金
沢
市
環
境
審
議
会

報告

提言

意見 各部局

・事業の実施

・結果

環境局
・事業の実施

・とりまとめ

プロジェクトの実施

連携

報
告

報告



 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのまち金沢は、街なかを潤す幾つもの川の流れ、段丘

を彩る樹々の緑に加え、豊かな自然の恵みに培われた文化

や、歴史の息づく街並みを資産とし、日本の美しい風情を伝

える世界のなかの環境都市をめざすものである。 

このため、私たちすべての市民は、 

 

１ 人と自然が共生する風土の継承 

１ 環境を思いやるやさしい心の養成 

１ 資源の循環を考えた事業と地域活動の実践 

 

を基本に、温暖化防止などすべての生命をはぐくむ地球環境

を守り、心やすらぐ都市環境をより健全なものとして、後世

に引き継いでいくことを宣言する。 

 

            平成 10 年３月 26 日 金沢市議会議決 

環 境 都 市 宣 言 
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